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1 は じ め に

栄養系遺伝資源の効率的な保存法の一貫として著者らは,

果樹やクワを対照にわい化剤S327.PP333を 用いた樹

体のわい小化による保存技術の実用化を目指している。こ

れまで,薬剤処理が地上部,地下部の影響に及ぼす影響等
について一連の解析を進め,年度ごとの気象や,薬剤の濃

度などにより多少の差はあるが,わい化栽培や保存のため

の樹体のわい小化にわい化剤の利用は有効であることを発

表してきた2う 。ゎぃ化剤の効果で特徴的なことは,地上
部の生長が抑制されると同時に新根量の増加する傾向がみ

られたことである。

本年は,根部 (特に新根)の増加がわい化剤の直接的な

効果によるものか,地上部の生長の抑制による二次的なも
のであるかを明らかにするため,ゎ い化剤S327と 茎頂の

摘芯処理を組合せた場合の効果について検討した。

2試 験 方 法

クワ品種「しんけんもち」の接木中苗を供試し.基部に
2～ 3芽を残して上部を切除し,平均乾物重で134,に調
整した苗を1988年 5月 16日 1/2000α のワズネルボットに

1本ずつ植え付けた。植え付け後ポットを無加温のガラス

室に6月 20日 まで約 1か月間置き,発育の促進を図った。
なお伸長した枝条は6月 12日に 1株 1本に整枝した。その

他の管理はすべて前報4)同様に行った。

試験区は,① S327処理+摘芯処理,② 摘志処理 (先
端切除),③ S327処理,③ 無処理 (対照)の 4区を
設け, 1区 8個体を供試した。わい化剤の処理 (1ボ ット

表 1 試験区の設定

薬 剤 名 濃 度
(p)
処理時期
(月 日)

処 理 方 法

無処理 (対照 )

S327+摘 志
摘 十心

S327

100

100

7 29

7 29

7 29

土壌潅注,摘志
摘  芯
土壌潅注

当りS327100"を 40mIずつ土壌灌注)及び摘芯処理は 7

月29日 に行い,摘志処理後に再発した側芽はすべて除去し

た。処理後,10日 毎に枝条伸長と着葉数を調査し,更に伸

長停止後の9月 末に個体全体を解体して地 H部 ,地下部の

器官別乾物生長量を調査した。

3結 果 と 考 察

10日 ごとに測定した枝条長の変化を図 1に示した。まず ,

S327処理でみると薬剤処理後は枝条の伸長が次第に緩慢

となり,解体時には70t71で無処理区126¨の56%の伸長に

とどまり,先に報告した結果2う と同様に薬剤処理による

枝条長の抑制効果は極めて大きかった。一方 ,S327処理

+摘志処理 (以下,摘志A区と略記)及び摘志区 (以下 ,

摘芯B区と略記)では7月 29日約50mの長さで切除したた

め両区の枝条長の伸びは7月 29日以降は0であった。

調 査 月 日

図 l S 327処理及び摘芯処理を行ったポット
植えクヮの伸長
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9月末における器官別乾物生長量は図 2に示すとおりで

ある。わい化剤処理,摘芯処理によって地上部,地下部と

もに乾物重は無処理より減少した。摘芯A区の全乾物重は

61,で最も減少し,次いで摘芯B区の669,S327処理区
は70,で無処理EXFに比べ約30～ 40夕 少なかった。これを器

官別にみると,各処理区の葉や枝の乾物重は無処理区に比
べ著しく減少したが,株 ,十日根 ,新根では葉 ,枝に比べ減

少程度が少なかった。また薬剤処理と摘芯処理の地下部の

乾物重に差は認められなかった。更に新根の乾物重を無処

理区と比較してみると,S327処理区ではほとんど差が認
められなかったが,摘芯A,B区 においてはやや減少した。
しかし個体全体に対する割合でみると,根部 (株 ,旧根 ,

新根)の割合はいずれの処理区でもむしろ増加した。

産物の転流が多くなった結果,二次的に地下部の相対的増

加が起きるものと考えられる。なお,今回の実験では摘芯

A,B,区における新根の乾物重が無処理区及びS327処
理区よりやや減少したが,こ れは処理後の同化器官の量と

質の違いによるものと考えられる。

クワでは,葉齢や葉位によって光合成能に差のあること

が知られている0。 今回の摘志A,B区では,摘志直後の
残葉は光沢もあリー時的に高い光合成能もあったと考えら

れるが,そ の後は測芽の切除によって残葉数を17枚と固定

したため,葉齢がすすみ光合成能が比較的早く低下したも

のと想定される。

一方 ,薬剤処理の場合は図 1で明らかなように完全に伸

長が停止することなく9月 上旬までに緩慢に伸長が続き新

葉の展開もみられたことから,光合成能も比較的長い期間

高く維持されたものと考えられる。その結果,薬剤単独処

理より摘芯処理の方が同化産物の地下部への転流量が少な

くなったものと思われる。
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木本作物のわい化保存技術を確立するため,ポ ット植え

のクワを用いてわい化剤S327と 摘芯処理及びその併用処

理が地上部と地下部,特に新根の生長に及ぼす影響につい

て検討した。

S327の上壌処理区では,枝条伸長が約50%抑制された。

器官別鞄物重では,新根重は無処理区と大差がなかったが ,

他の器官の重量はいずれも無処理区より減少した。

摘志処理区及びS327処理+摘志処理区では器官別乾物

重は,どの器官でも無処理区より減少した。新根重は両処
理区の間に差はみられなかった。
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図 2 S327処理及び摘芯処理を行ったクワの秋
末における器官別乾物重

注 ( )内の数字は全体を 100と する割合

このことは摘芯処理によって地上部の生長を抑制した場

合にも根部割合が増加することを示しており,更に摘芯A,

B区の間にあまり差がみられなかったことを考え合わせる

と,S327そ れ自体が新根の生長を促進するというよりも

むしろ,地上部の生長が制限されるために地下部への同化
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